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　鹿児島、沖縄両県における燐鉱賦存調査について、農林大臣が陸軍

大臣に協議を申し入れたもの。資料中、燐鉱賦存調査について、農林省

農事試験場が作成したものと思われる計画書が添付されている。

　計画書には、調査目的、区域、方法、使用器具、期間、使用船舶等が

示され、調査区域内の諸島に尖閣諸島が含まれている。

※実際、尖閣諸島における農林省資源調査は、農事試験場技手の小林純、高橋尚之
らに石垣島測候所所員の正木任が同行し総勢１�名で実施された。����年（昭和
��年）�月��日に石垣港を出港し、�月��日に魚釣島上陸、�月３日に大正島を離
れるまで調査が行われている。正木は調査後、『飼育と採集』に「尖閣群島を探る」
と題して報告を寄稿している（尖閣諸島資料ポータルサイト：S�������������）。

資料概要 内容見本

作成年月日 1938年（昭和１3年）10月13日

編著者 農林大臣 伯爵 有馬頼寧

発行者 農林省

収録誌 大日記乙輯 永存書類乙集 第３類 第１冊 昭和１３年

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 防衛省防衛研究所

利用方法 防衛省防衛研究所史料閲覧室で利用手続きを行う

鹿児島、沖縄二県管内ノ諸島二於ケル燐礦賦存有無

調査承認方協議ノ件

当省農事試験場二於テ昭和十三年度ヨリ着手セル重要肥

料ノ供給確保二関スル試験事業ハ目下着々進行中二有之

候処燐酸肥料ノ主原料タル燐礦二付鹿児島、沖縄二県管

下諸島二於テ試掘、測量、撮影等ヲ行ヒ（略）

一、目的

　南西諸島二於ケル燐礦ヲ探求シ且ツ低度燐礦ノ利用ヲ

考究シ時局下二於テ速二肥料原料ノ資源ヲ確保セントスル

ニアリ

（略）

（イ）調査區域内ノ諸島

（略）

沖縄県下

（略）

　尖閣列島

但シ右ノ区域ノ諸島ニ亘ルト雖モ天候ニ依リ又島ノ状況ニ

依リ調査省略スルコトアルベシ

所蔵：防衛省防衛研究所

作成年月日 1906年（明治39年）2月

編著者 沖縄県庁

発行者 金港堂書籍

収録誌 -

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 沖縄県立図書館

利用方法 沖縄県立図書館で利用手続きを行う

　土地整理事業後に沖縄県庁が編纂し、1906年（明治39年）に金港

堂より刊行された地図。同図において、尖閣諸島には「尖閣列島」という

名称が付され、尖閣諸島各島には「大浜間切登野城村字魚釣島」「同

間切同村字久場島」「同間切同村字北小島・字南小島」（※1）と記され

ている。

資料概要 内容見本

沖縄県八重山郡

大浜間切登野城村字魚釣島

大浜間切登野城村字北小島字南小島

大浜間切登野城村字久場島

(略)

明治39年2月20日印刷

明治39年2月20日発行

所蔵：沖縄県立図書館

尖閣諸島が示されている沖縄県作成の管内図

（3）-①行政機関による調査、行政刊行物時代区分III

農林省による資源調査計画資料（対象区域に尖閣諸島）

（3）-①行政機関による調査、行政刊行物時代区分III

1906年（明治39年）2月
沖縄県管内全図34No.

1938年（昭和13年）10月3日
鹿児島、沖縄二県管内ノ諸島ニ於ケル燐鉱賦存有無調査承認方協議ノ件33No.

時
代
区
分

４

Ⅲ

����年時点では、尖閣諸島各島は大浜間切登野城村の所属であり、そのよう
に記載されている。

※�

新規掲載 報H26/P14
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